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CONTENTS
●工業部会・公立鳥取環境大学
　 SDGs連携事業報告会

●観光振興大会in水戸
　 持続可能な観光づくりへ

●障がい者雇用促進要請
　 就職機会の拡大を

●流通部会常任委員会を開催
　 Ｉターン起業家が語る鳥取の魅力



鳥取商工会議所報
VOL757.2024.3.15

CONTENTS  VOL757（2024. ３）
…………………………………………………………

２

■動向�…………………………３〜12
　・SDGs連携事業報告会を開催
　・障がい者雇用促進要請
　・観光振興大会in水戸に参加
　・金融部会がセミナー開催
　・流通部会常任委員会を開催
　・会員情報� ほか
■検定案内…………………………13
■青年部だより………………14〜15
■女性会だより……………………16
■市民交流ホール案内……………17
■インフォメーション……………18

２月末、鳥取市上町の樗谿公園で「梅の花」を撮影。一本

の梅の木から、「紅」「白」の花が咲いている木がありました。

平安時代に源氏が白い旗、平氏が赤い旗を掲げて戦ったこ

とを由来に、この咲き方を『源平咲き』と呼ぶそう。桃や

椿、ツツジなどにも同じ現象が見られるようです。

梅の花言葉は、「忠実」「高潔」「忍耐」。

今 月 の 表 紙

梅の花（鳥取市上町・樗谿公園）

　　　　　　　　 道路標識・区画線・ガードレール
　　　　　　　　　　　　　　 フェンス・公園施設

　　   東洋交通施設株式会社
　　　　　　 代表取締役社長

　　　  西
にし

　　 垣
がき

　　  豪
たけし

　　　 本　社  〒6 8 0 – 0 9 1 3　鳥 取 市 安 長 7  8 ー 7
　　　　　　　　 ＴＥＬ　（0  8  5  7）2  8ー2  2  1  1
　　　　　　　　 ＦＡＸ　（0  8  5  7）2  8ー7  1  2  0
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動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
工
業
部
会
（
木

下
貴
啓
部
会
長
）
と
公
立
鳥
取
環
境

大
学
（
江
﨑
信
芳
学
長
）
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
連
携
事
業
報
告
会
が
２
月
20
日

（
火
）、
鳥
取
市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取

商
工
会
議
所
ビ
ル
で
開
か
れ
、
部
会

員
や
行
政
職
員
、
環
境
大
の
学
生
ら

48
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
３
年
目
に
入
っ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
連
携

事
業
は
、
モ
デ
ル
企
業
の
マ
ル
サ
ン

ア
イ
鳥
取
㈱
（
豆
乳
製
造
）
と
菌
興

椎
茸
協
同
組
合
（
椎
茸
菌
種
製
造
販

売
）、
新
た
に
加
わ
っ
た
㈱
ア
サ
ヒ

メ
ッ
キ
（
電
気
め
っ
き
業
）
の
環
境

課
題
に
つ
い
て
、
環
境
大
の
教
授
・

学
生
が
企
業
と
一
緒
に
な
っ
て
課
題

解
決
・
改
善
策
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
会
の
冒
頭
、
児
嶋
会
頭
が
「
学
生

た
ち
の
成
果
発
表
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
、
各
企
業
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目

標
達
成
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
江
﨑
学
長
は
「
学

生
が
企
業
の
製
造
現
場
に
入
っ
て
活

動
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
貴
重
な

勉
強
の
機
会
で
あ
り
が
た
い
」
と
感

謝
を
伝
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
木
下
部
会
長
は
「
も
の
づ

く
り
に
携
わ
る
企
業
と
し
て
環
境
問

題
へ
の
取
り
組
み
は
重
要
な
も
の
。

学
生
と
共
に
課
題
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
地
元
企
業
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
機
会
に
な
れ
ば
」
と
若
者
の
地

元
定
着
に
も
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
マ
ル
サ
ン
ア
イ
鳥
取
㈱

の
豆
乳
製
造
時
に
排
出
さ
れ
る
「
お

か
ら
」
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
環

境
学
部
４
年
の
原
田
す
ず
さ
ん
が
発

表
し
ま
し
た
。
昨
年
度
、「
お
か
ら
」

か
ら
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
原
料

と
な
る
Ｌ
―
乳
酸
の
生
成
を
確
認
し

た
こ
と
か
ら
、
変
換
効
率
の
向
上
を

目
指
し
て
酵
素
糖
化
法
と
酸
糖
化
法

を
実
験
。
詳
し
く
成
分
を
調
べ
る
必

要
が
あ
る
も
の
の
、
同
社
の
岩
崎
充

弘
取
締
役
は
「
豊
か
な
着
想
や
効
率

向
上
の
検
証
。
可
能
性
を
探
っ
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
菌
興
椎
茸
協
同
組
合
の

環
境
課
題
で
あ
る
種
菌
に
使
用
す
る

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
蓋
に
つ
い
て
、
環

境
に
負
荷
が
か
か
ら
な
い
素
材
を
研

究
し
た
２
人
の
学
生
が
成
果
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
環
境
学
専
攻
修
士
課
程
１
年
の
銅

山
裕
之
さ
ん
は
、
生
分
解
性
の
あ
る

天
然
ゴ
ム
を
用
い
た
実
験
内
容
を
報

告
。
天
然
ゴ
ム
蓋
と
種
菌
が
し
っ

か
り
と
接
着
し
、
椎
茸
の
生
育
に
影

響
が
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
ま
た
、
環
境
学
部
４
年
の
吉
田

拓
樹
さ
ん
は
、
湾
曲
性
の
あ
る
植
物

由
来
の
発
泡
シ
ー
ト
を
水
熱
処
理
す

る
こ
と
で
製
品
を
改
質
。
長
期
的
な

環
境
分
解
性
の
確
認
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
同
社
の
常
田

孝
一
郎
代
表
理
事
組
合
長
は
「
天
然

ゴ
ム
の
蓋
材
は
発
想
に
な
い
も
の

だ
っ
た
。
今
後
、
と
も
に
耐
候
性
な

ど
の
検
証
が
必
要
」
と
環
境
に
や
さ

し
い
素
材
の
開
発
に
向
け
、
一
層
の

連
携
強
化
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
㈱
ア
サ
ヒ
メ
ッ
キ
の
課

題
で
あ
る
「
下
水
排
水
の
減
量
化
」

を
検
討
し
た
環
境
学
部
４
年
の
吉
田

愛
実
さ
ん
は
、
メ
ッ
キ
排
水
か
ら
鉄

や
油
分
な
ど
の
有
機
物
を
除
去
し
て

水
を
再
利
用
す
る
方
法
を
考
案
。
重

金
属
の
特
性
を
生
か
し
た
方
法
で
、

除
去
率
を
70
％
ま
で
引
き
上
げ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
同
社
の
川
見
和

嘉
部
長
は
「
思
い
つ
か
な
か
っ
た
手

法
。
こ
の
成
果
を
踏
ま
え
、
課
題
解

決
に
向
け
て
継
続
し
て
研
究
を
お
願

い
し
た
い
」
と
希
望
し
ま
し
た
。

　
連
携
事
業
は
来
年
度
、
他
所
と
の

連
携
を
含
め
て
継
続
す
る
予
定
で
す
。

報告会の様子

　　
工
業
部
会
・
公
立
鳥
取
環
境
大
学

工
業
部
会
・
公
立
鳥
取
環
境
大
学

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
社
の
課
題
解
決
策
を
提
案

３
社
の
課
題
解
決
策
を
提
案

あいさつをする木下部会長

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
連
携
事
業
報
告
会

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
連
携
事
業
報
告
会
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動 向

　
鳥
取
市
と
鳥
取
公
共
職
業
安
定
所

は
１
月
29
日
（
月
）、
鳥
取
市
本
町

３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会
議
所
（
児
嶋

祥
悟
会
頭
）
を
訪
れ
、
障
が
い
者
雇

用
の
促
進
に
つ
い
て
協
力
を
要
請
し

ま
し
た
。

　
鳥
取
県
の
障
が
い
者
雇
用
率
は
、

２
０
２
３
年
６
月
１
日
時
点
で
２
・

47
％
。
法
定
雇
用
率
を
達
成
し
た
企

業
の
割
合
は
64
・
２
％
と
全
国
平
均

の
50
・
１
％
を
大
き
く
上
回
り
、
障

が
い
者
の
雇
用
は
着
実
に
進
展
し
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
雇
用
義
務
対
象

企
業
の
４
割
近
く
が
法
定
雇
用
率
に

達
し
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、
来
月

に
は
法
定
雇
用
率
が
２
・
３
％
か
ら

２
・
５
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
障
が
い
者
の
就
職
機
会

の
拡
大
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
互
い
に
尊
重
し
合
う
「
共
生
社

会
」
の
実
現
に
向
け
て
、
障
が
い
の

あ
る
人
の
適
性
や
能
力
を
生
か
し
て

活
躍
で
き
る
職
場
づ
く
り
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
日
は
深
澤
義
彦
鳥
取
市
長
と

福
田
豊
鳥
取
公
共
職
業
安
定
所
長
が

訪
れ
、
深
澤
市
長
は
「
障
が
い
者
の

雇
用
促
進
と
職
場
定
着
の
支
援
に

つ
い
て
一
層
の
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
要
請
し
ま
し
た
。

　
要
請
を
受
け
た
児
嶋
会
頭
は
「
在

宅
勤
務
な
ど
多
様
な
働
き
方
が
あ

る
。
会
員
事
業
所
に
障
が
い
者
の
積

極
的
な
雇
用
や
環
境
づ
く
り
を
呼
び

掛
け
て
い
く
」
と
約
束
し
ま
し
た
。

人材確保・再就職・出向をサポート

鳥取事務所
〒680-0835  鳥取市東品治町102　鳥取駅前ビル3階
TEL 0857-20-1500　FAX 0857-20-1502 産業雇用

約５００人のコンサルタントが全国対応。利用料・紹介料無料
産業雇用安定センターとは

人材を送り出す企業と人材を受け入れる企業との間で様々な
人材マッチングを支援している公的機関です。

サービスのラインナップ

1 人材育成・企業間交流の
ための出向支援３キャリア人材バンク２ セミナー事業（有料）4人材確保・再就職の

人材マッチング

マッチングマッチング

専門性の高い人材を雇いたい、
人材を確保したい

事業の整理・縮小を
検討している

能力・技術を有する
高齢者の雇用を検討

６６歳以降もまだまだ
働きたい

新規分野開拓のために
経験者を受け入れたい

他企業での就業経験により
従業員の能力・技術向上を

図りたい

●新入社員研修・フォローアップ研修
●リーダーシップスキルアップセミナー
●マネジメントスキルアップセミナー
●ハラスメントセミナー　など

マッチング

約25万人の実績

要請書を受け取る児嶋会頭（中央）

  

鳥
取
市
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳥
取

鳥
取
市
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳥
取

　
　
　
　  

障
が
い
者
の
就
職
機
会
拡
大
を

障
が
い
者
の
就
職
機
会
拡
大
を

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　  

共
生
社
会
に
向
け
た
職
場
づ
く
り
も

共
生
社
会
に
向
け
た
職
場
づ
く
り
も
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２
０
２
３
年
度
の
全
国
商
工
会
議

所
観
光
振
興
大
会
が
２
月
21
日
（
水
）

か
ら
２
日
間
、
茨
城
県
水
戸
市
を
会

場
に
「
自
分
の
道
を
見
つ
け
る
旅
へ
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
鳥
取
商
工

会
議
所
の
児
嶋
祥
悟
会
頭
や
西
垣
豪

副
会
頭
ら
８
人
を
含
め
全
国
各
地
か

ら
過
去
最
多
の
２
千
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
初
日
の
全
体
交
流
会
は
、
和
楽
器

バ
ン
ド
の
ボ
ー
カ
ル
・
鈴
華
ゆ
う
子

氏
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ク
ト
か
ら
始

ま
り
、
そ
の
後
水
戸
商
工
会
議
所
・

内
藤
学
会
頭
が
水
戸
黄
門
の
衣
装
で

登
場
し
て
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
す
る

な
ど
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　
２
日
目
の
全
体
会
議
で
は
、
今
年

度
の
「
全
国
商
工
会
議
所
き
ら
り
輝

き
観
光
振
興
大
賞
」
を
受
賞
し
た
結

城
商
工
会
議
所
が
「
ま
ち
な
か
音
楽

祭
〝
結
い
の
お
と
〟」
に
つ
い
て
発
表
。

市
内
の
歴
史
的
建
造
物
な
ど
を
活
用

し
て
開
催
し
た
音
楽
祭
で
、
大
き
な

経
済
波
及
効
果
や
エ
リ
ア
の
魅
力
向

上
に
よ
る
出
店
者
の
増
加
な
ど
、
事

業
の
成
果
を
詳
し
く
伝
え
ま
し
た
。

　
ま
た
会
議
の
最
後
に
は
、
持
続
可

能
な
観
光
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
、
①
地
域
に
根
差
し
た
コ
ン
テ
ン

ツ
開
発
、
②
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
、
③
周
辺
地
域
を
巻
き
込

む
組
織
的
な
観
光
戦
略
の
展
開
、
④

多
様
な
人
材
が
輝
く
観
光
産
業
の
育

成
―
こ
れ
ら
４
点
に
つ
い
て
、
全
国

の
商
工
会
議
所
が
旗
振
り
役
を
担
う

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

報
告
＝
地
域
振
興
課
係
長
田
中
弘
幸

（
観
光
・
交
通
部
会
担
当
）

動 向

　　　我が社の従業員のなかで採用後に発達障がいであることが判明した者が

　　　います。改善指導を何度繰り返しても他の従業員とのトラブルを繰り返

すため解雇したいと考えていますが、合法でしょうか？

　　　今回は、いわゆる発達障がいと合理的配慮義務について説明します。

　　　事業主は、発達障がいがあり長期にわたって職業生活に相当の制限を受

けまたは職業生活を営むことが著しく困難な状態にある従業員に対して、特性に応じた配慮する義務、

つまり合理的配慮義務を負っています（障害者の雇用の促進等に関する法律36条の３）。

　これは、一般雇用枠で採用された従業員に対しても、そして採用後になって発達障がいであることが

判明した従業員に対しても同様にあてはまります。

　このような状態にある従業員にとって、自らの行為や態度が客観的に問題であっても、的確な指導を

受けないかぎり問題であることを容易に理解できない可能性が高いことからすれば、事業主が一般的な

指導方法で改善の機会を与えたとしても合理的配慮義務を尽くしたとはいえません。その特性に応じた

指導方法により問題行動を認識させ改善する機会を与える

必要があります。

　したがって、一般的な指導方法によって改善しなかった

からといって、事業主が合理的配慮義務を尽くしたとはい

えませんので、解雇は違法になる可能性があります。

 発達障がいと合理的配慮義務発達障がいと合理的配慮義務
Q

事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
156

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377 FAX0857-22-6857

あいさつをする内藤会頭

  

観
光
振
興
大
会
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光
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興
大
会
inin
水
戸
に
参
加

水
戸
に
参
加

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
国
の
商
議
所
が
旗
振
り
役
を

全
国
の
商
議
所
が
旗
振
り
役
を

持
続
可
能
な
観
光
づ
く
り
へ

持
続
可
能
な
観
光
づ
く
り
へ



鳥取商工会議所報
VOL757.2024.3.15

６

動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
金
融
部
会
（
秋

下
宗
一
部
会
長
）
は
２
月
９
日
（
金
）、

鳥
取
市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会

議
所
ビ
ル
で
「
次
代
に
繋
げ
る
ま
ち

づ
く
り
」
と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
、
ま
ち
づ
く
り
Ｄ
Ｘ
に
関
心
の

あ
る
経
営
者
や
行
政
関
係
者
ら
35
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
自
治
体
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

や
地
域
創
生
事
業
を
手
掛
け
る
、
㈱

電
通
総
研
Ｘ
（
ク
ロ
ス
）
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
本
部
ス
マ
ー
ト
ソ
サ
エ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
長
の
馬
場
宏
和
氏
が
務

め
、
国
が
目
指
す
都
市
構
想
や
官
民

が
連
携
し
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
推

進
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
全
国
各
地
で
「
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
生
か
し
た
住
み
や
す
い
ま

ち
」
と
し
て
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
馬
場
講
師
は
、
行
政
や
Ｉ

Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
の
主
導
で
地
域
住
民
が

置
き
去
り
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
。

「
新
技
術
で
未
来
を
描
い
て
も
地
域

住
民
の
声
を
拾
わ
な
け
れ
ば
街
づ
く

り
は
で
き
な
い
。
民
間
企
業
や
団
体

が
中
心
と
な
っ
て
、
官
民
一
体
の
地

域
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
創
っ

て
ほ
し
い
」
と
デ
ジ
タ
ル
構
築
の
手

法
を
助
言
し
ま
し
た
。

　
一
例
と
し
て
馬
場
講
師
は
、
地
域

内
で
利
用
さ
れ
て
い
る
ア
プ
リ
や
各

種
デ
ー
タ
な
ど
を
集
約
し
た
「
県
民

ア
プ
リ
」
を
紹
介
。
同
ア
プ
リ
の
活

用
に
よ
っ
て
、
住
民
の
利
便
性
向
上

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
、
域

内
経
済
循
環
が
高
ま
る
と
述
べ
、
参

加
者
ら
は
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

報
告
＝
経
営
支
援
一
課
課
長
補
佐
　

中
村
敦
子

  

金
融
部
会
が
セ
ミ
ナ
ー
開
催

金
融
部
会
が
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　　  

　　

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化
で
住
み
や
す
い
街
を

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化
で
住
み
や
す
い
街
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

県
民
ア
プ
リ
に
高
い
関
心

県
民
ア
プ
リ
に
高
い
関
心

～研究紹介～
氏　　　名　吉田　　聡（よしだ　さとる）
  教授
所　　　属　公立鳥取環境大学
　　　　　　人間形成教育センター
取�得�学�位　博士（情報科学）

　　　　　　　　　　　　（北陸先端科学技術大学院大学）
研究テーマ　構成的数学における理論展開、構成的数学に
　　　　　　基づくシステム検証

主な研究内容
　数理論理学は推論を記号の操作として表現し、それに
よって現れる数学的構造を研究する分野です。論理学はア
リストテレス（前384-前322）以来の長い歴史を持つ学問
ですが、数理論理学は19世紀後半にフレーゲ（1848-1925）
が「数学の基礎づけ」の中で与えた「概念記法」と端緒
して始まりました。ここから、ラッセル（1872-1970）の
「パラドックス」、ゲーデル（1906-1978）の「不完全性定
理」を経て、チューリング（1912-1954）の「チューリン
グ・マシン」に至り、それがフォン・ノイマン（1903-1957）
のプログラム内蔵方式コンピュータに繋がります。
　数理論理学が貢献する技術の１つに定理証明がありま
す。プログラムが意図した処理を行うかという正当性の確
認には、一般的には様々なケースを想定したテストが行わ

れますが、課題として、テストケースの漏れがあります。
定理証明はプログラムの正当性を数学的に証明する方法で
あり、実際に証明可能ならば漏れの無い完全な正当化とな
ります。また、定理証明はプログラミングの段階から適用
可能であり、例えば、方程式の解の計算をプログラミング
する場合、方程式の解を計算する手続きとその正当性を示
していくことがそのままプログラミングとなります。この
適用には定理証明支援器と呼ばれるツールを用います。定
理証明支援器は定理の証明を自動または半自動で生成する
ことができ、例えば、CoqやAgdaと呼ばれる定理証明支
援器は関数型プログラミング言語によるプログラミング環
境も提供します。そこでは証明即ちプログラムとなります。
これらの定理証明の方法や証明の自動生成の仕組みは数理
論理学に基づいています。
　構成的数学は定理証明を数学研究の中で行うような分野
です。つまり、定理を仕様、証明をその仕様を満たすアル
ゴリズムと見なして数学理論を展開する数理論理学の一分
野です。構成的数学の理論はコンピュータ上での実行可能
性を含意しており、数学的に説明される様々な現象に計算
可能性の観点をもたらします。この構成的数学を軸に、数
学の基礎づけからコンピュータ科学に及ぶ研究に取り組ん
でいます。

応用分野
　プログラム検証、プログラミング教育

環大から、皆様へ！環大から、皆様へ！ Vol.13Vol.13

講師の馬場宏和氏
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動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
流
通
部
会
（
手

石
幸
洋
部
会
長
）
は
２
月
27
日
（
火
）、

鳥
取
市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会

議
所
ビ
ル
で
常
任
委
員
会
を
開
き
、

出
席
し
た
同
部
会
員
24
人
が
「
Ｉ

タ
ー
ン
起
業
か
ら
見
る
鳥
取
の
可
能

性
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
春
、
鳥
取
砂
丘
近
く

に
プ
リ
ン
専
門
店
「
Ｔ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ 

Ｐ

Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
」
を
開
き
、
そ
の
後
、
か

き
氷
専
門
店
（
夏
期
）、
美
容
サ
ロ

ン
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
専
門
店
な
ど
を
開

店
。
講
師
の
㈱
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｉ
・
川
村
諒

志
代
表
取
締
役
は
、
大
手
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
か
ら
独
立
し
、「
１

年
１
事
業
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
専
門
店

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
鳥
取
県
と
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
愛

知
県
名
古
屋
市
か
ら
Ｉ
タ
ー
ン
し
た

川
村
講
師
は
、鳥
取
県
の
魅
力
を
「
食

材
・
自
然
・
観
光
・
歴
史
」
な
ど
の

豊
か
な
地
域
資
源
と
強
調
。
そ
れ
ら

地
域
の
良
さ
を
生
か
し
た
事
業
展
開

か
ら
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
向
上
を
目
指

し
て
い
る
と
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
㈱
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｉ
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
「
日
本
の
人
口
が
減
少
し
て
も

豊
か
な
地
方
を
作
る
」
と
掲
げ
、
人

口
最
小
の
「
鳥
取
県
」
で
も
新
し
い

モ
ノ
を
生
み
出
し
、
若
者
が
活
躍
で

き
る
社
会
を
体
現
し
た
い
と
の
思
い

か
ら
事
業
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
中
で
、

出
店
１
号
目
「
Ｔ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ 
Ｐ
Ｕ

Ｒ
Ｉ
Ｎ
」
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

を
受
け
て
発
出
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣

言
の
時
期
。
苦
難
の
船
出
を
乗
り
越

え
た
こ
と
が
自
信
に
つ
な
が
っ
た
と

述
懐
し
ま
し
た
。

ＡＮＡからのお知らせ

詳詳ししくくはは、、 公公式式ホホーームムペペーージジににててごご確確認認くくだだささいい。

２２００２２４４年年 東東京京便便 夏夏ダダイイヤヤ決決定定！！

鳥鳥取取砂砂丘丘ココナナンン空空港港  日日５５往往復復継継続続

期期間間：： 年年 月月 日日～～ 年年 月月 日日

東東京京発発のの初初便便がが
７７時時台台のの出出発発にに
ななりり、、ごご利利用用頂頂きき
ややすすくくななりりままししたた。。

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ

便名 出発 到着
292  7 時 05 分  8 時 15 分
294  8 時 55 分 10 時 10 分
296 11 時 10 分 12 時 30 分
298 15 時 25 分 16 時 45 分
300 18 時 30 分 19 時 50 分

■鳥取⇒東京
便名 出発 到着
291  7 時 00 分  8 時 15 分
293  9 時 10 分 10 時 25 分
295 13 時 25 分 14 時 40 分
297 16 時 30 分 17 時 45 分
299 19 時 15 分 20 時 30 分

■東京⇒鳥取

鳥取の魅力を語る川村講師

  

流
通
部
会
常
任
委
員
会
を
開
催

流
通
部
会
常
任
委
員
会
を
開
催

　　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

地
域
の
良
さ
を
生
か
し
た
事
業

地
域
の
良
さ
を
生
か
し
た
事
業

Ｉ
タ
ー
ン
起
業
家
が
語
る
鳥
取
の
魅
力

Ｉ
タ
ー
ン
起
業
家
が
語
る
鳥
取
の
魅
力
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公
立
鳥
取
環
境
大
学
を
支
援
す

る
会
（
会
長
・
西
垣
豪
鳥
取
商
工

会
議
所
副
会
頭
）
主
催
の
第
20
回
環

大
コ
ン
ペ
の
最
終
審
査
が
２
月
９
日

（
金
）、
鳥
取
市
若
葉
台
北
１
丁
目
の

公
立
鳥
取
環
境
大
学
の
多
目
的
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
環
大
コ
ン
ペ
は
、
学
生
た
ち
の

サ
ー
ク
ル
活
動
や
研
究
活
動
を
資
金

面
で
支
援
す
る
た
め
毎
年
開
催
。
今

年
度
は
自
然
・
循
環
・
人
間
環
境
に

関
す
る
活
動
の
環
境
部
門
と
、
社
会

課
題
に
関
す
る
活
動
の
社
会
部
門
の

２
部
門
に
分
け
て
審
査
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
社
会
部
門
で
は
大

学
の
課
外
活
動
展
示
会
に
つ
い
て
発

表
し
た
「
交
通
研
究
同
好
会
」（
泉

亮
太
さ
ん
・
経
営
学
部
３
年
、
竹
村

和
晃
さ
ん
・
同
、
藤
原
洋
希
さ
ん
・
同
、

奥
村
琉
世
さ
ん
・
同
１
年
）
が
１
位

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
交
通
研
究
同
好
会
は
、
地
域
公
共

交
通
の
実
態
調
査
や
最
新
情
報
の
発

信
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
好
会

は
今
冬
、
駅
南
エ
リ
ア
で
実
施
さ
れ

た
相
乗
り
交
通
の
社
会
実
験
に
合
わ

せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
発
案
。
相
乗
り
交

通
の
普
及
活
動
を
は
じ
め
、
山
岳
部

や
防
災
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
課
外
活
動

を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
サ
ー
ク
ル
展
示
会

を
美
保
南
公
民
館
で
開
き
、
展
示
会

を
通
し
て
地
域
住
民
と
の
つ
な
が
り

を
深
め
ま
し
た
。

　
審
査
員
の
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年

部
・
井
上
直
樹
会
長
は
「『
と
っ
と

り
交
通
フ
ェ
ス
タ
』
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
で
、
一
緒
に
地
域
を
盛
り
上
げ
ま

し
ょ
う
」
と
参
画
を
促
し
ま
し
た
。

動 向

鳥取警察署からのお知らせ鳥取警察署からのお知らせ Vol.57Vol.57

・試験日程は、変更となる場合があります。
・試験区分、受験資格等の詳細は、鳥取県警察ＨＰ
や受験案内を御確認ください。
・受験案内は、申込受付期間前に配布開始予定です。

・「チャレンジコース」は、教養試験ではなくＳＰＩ
３（基礎能力）試験を実施するので、公務員試験対
策が不要です！

・いずれの試験も、鳥取・米子・東京・大阪の会場
で第１次試験の受験が可能です！
・警察行政職員（氷河期世代チャレンジ枠）の試験
日程が、例年と比べて早まっていますので御注意
ください！（昨年度：第１次試験８月実施）
 【問合せ先】
　鳥取県警察本部警務部警務課人事第二係
　採用案内フリーダイヤル　０１２０－０２２－７１２
　ホームページ　https://www.pref.tottori.lg.jp/police/
★ＬＩＮＥ公式アカウント「鳥取県警察採用係」で
　も採用情報配信中★

警察官・警察行政職員採用試験日程警察官・警察行政職員採用試験日程
試験区分 申込受付期間 第１次試験日 第２次試験日

警察官Ａ（１回目）
※詳細はＨＰをご確認
ください　　　　 ３／１（金）〜

４／12（金）　 ５／12（日）
６／24（月）〜
６／26（水）　
（予定）警察官B（１回目）

※チャレンジコース

警察行政職員
（氷河期世代チャレンジ枠）

３／１（金）〜
４／５（金）　 ５／12（日） ６／19（水）

（予定）

警察行政職員
（大学卒業程度）

３／１（金）〜
５／16（木）　 ６／16（日） ７／31（水）

（予定）

　ホームページは←　こちら

　ＬＩＮＥ公式
←アカウントは
　こちら！

チェックポイント

  

第第
2020
回
環
大
コ
ン
ペ

回
環
大
コ
ン
ペ

　　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
団
体
が
最
終
審
査
に
臨
む

８
団
体
が
最
終
審
査
に
臨
む

サ
ー
ク
ル
展
示
会
で
活
動
発
信

サ
ー
ク
ル
展
示
会
で
活
動
発
信

交通研究同好会の皆さん
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会
員
情
報
（ 

）

敬
称
略
・

順
不
同

１
月
16
日
～
２
月
15
日
届
け
出
分

 

【
代
表
者
変
更
】

◆
大
成
建
設
㈱
中
国
支
店
鳥
取
営
業

所
　
鳥
取
市
南
吉
方
２
丁
目
７

　
所
長
＝
岡
山
　
英
二

◆
開
発
建
設
㈱

　
鳥
取
市
吉
成
南
町
１
丁
目
27
―
１

　
代
表
取
締
役
＝
藤
原
　
智
宏

 

【
社
名
変
更
】

◆
隼
輝
工
業
→
㈱
隼
輝

 

【
住
所
変
更
】

◆
三
友
商
事
㈱

　
鳥
取
市
元
町
２
２
２
→
鳥
取
市
東

町
３
―
２
５
９
―
３

◆
㈱
オ
ー
ビ
ッ
ト

　
鳥
取
市
興
南
町
41
→
鳥
取
市
南
安

長
３
丁
目
２
―
２

　
代
表
者
お
よ
び
社
名
、
住
所
な
ど

に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
お
手
数
で

す
が
鳥
取
商
工
会
議
所
総
務
課
（
℡

０
８
５
７
―
32
―
８
０
０
２
）
へ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
本
欄
で
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2024年度の雇用保険料率について
　2024年４月１日から2025年３月31日までの雇用保険料率は、2023年度と同率です。

　　　　　　　　　負担者

事業の種類　　　　　　　　

①労働者負担

（失業等給付 ･育児休業給付の

保険料率のみ）

②事業主負担
①＋②

雇用保険料率

一 般 の 事 業 6／1,000 9.5／1,000 15.5／1,000

建 設 の 事 業 ７／1,000 11.5／1,000 18.5／1,000

動 向

協会けんぽ鳥取支部加入者の皆さまへ

鳥取支部の健康保険料率は変更となります。
介護保険料率（全国一律）も変更となります。皆さまのご理解をお願い申し上げます。

※40歳から64歳までの方（介護保険第２号被保険者）は、健康保険料率に介護保険料率が加わります。

※賞与については、支給日が３月１日分から変更後の保険料率が適用されます。

　 　 　 　 　【お問い合わせ先】　協会けんぽ鳥取支部
　　　　　　　　　 企画総務グループ　0857ー25ー0051

令和６年３月分 （４月納付分） からの
協会けんぽの保険料率についてお知らせします。

令和６年２月分（３月納付分）まで

9.82％
令和６年３月分（４月納付分）から

9.68％

健康保険料率

令和６年２月分（３月納付分）まで

1.82％
令和６年３月分（４月納付分）から

1.60％

介護保険料率
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お　す　す　め　セ　ミ　ナ　ー
タイトル 講師名 時間 タイトル 講師名 時間

一
般
経
営

企業永続のための事業承継と人事戦略 堀 俊一 51分
健
康

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

健康になる技術 林 英恵 40分

Webを使って、地域や事業に眠る
原石を輝かせる！！

阿萬 真紀 30分 日本茶は捨てたもんじゃない！ ブレケル・
オスカル　 35分

徳川幕府の経済政策
～日本経済復活のヒントを探る～（１） 岡田 晃 15分 法

律
労働問題で足をすくわれない
経営を目指して 米澤 章吾 61分

研
修
・
人
材
育
成

元商社マンが語る 価格交渉の極意 生駒 正明 43分 労
務 作ろう！見直そう！就業規則

  公開期限：2024年5月末
野澤 直子 85分

○○のカードを使って人財定着率・
求人応募率アップ 藤堂 武久 62分 税

務
・
財
務

経
理

小さな会社のための
改正電子帳簿保存法対応セミナー
  公開期限：2024年3月末

塩野 貴之 80分

働き方改革に効く
部下との関わり方の秘訣 浅野 潔 64分 経理の基本と実務セミナー 石川 和男 92分

※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です

NEW

経営に役立つ！鳥取商工会議所のＷＥＢセミナー

WEBセミナー
2023 年 6 月 特集

その他 700 タイトル以上を配信中

WEBセミナーの視聴方法
使い方はとても簡単！すぐにご利用になれます

STEP1 STEP２

バナーを選択

STEP３
学びたいセミナーを
お選びください

バナーを選択 税務 労務

研修・
人材育成

一般経営

●●●●●
●●●
●●

問い合わせ先 ：鳥取商工会議所 経営支援二課　ＴＥＬ ： ０８５７－３２－８００５

ＩＤ・パスワードを取得
フォームよりお申し込み

ください

※鳥取商工会議所から、メールで
ＩＤ・パスワードをお知らせします。

※様々なジャンルで600タイトル
以上の豊富なセミナー

ＷＥＢセミナーの　
バナーを選択します

鳥取商工会議所のＨＰ
よりＷＥＢセミナー
サイトにアクセス

鳥取商工会議所のホームページから無料でご覧いただけます！　http://www.tottori-cci.or.jp/

NEW

NEW

NEW

※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です

お す す め セ ミ ナ ー

長引くロシアによるウクライナへの侵
攻、10 月に始まったハマスとイスラエ
ルの衝突などで国際情勢が緊迫化。さ
らに中国の景気の鈍化など良いニュー
スがない国際社会。そのなかで日本の
景気は緩やかに回復してきています。
2023 年の世界の動きや日本経済を振
り返り、2024 年の景気を見通します。

大阪経済大学特別招聘教授
経済評論家 岡田　晃

11 コンプライアンス講座

タイトル 講師名 時間 内容

一
般
経
営

企業永続のための事業承継と人事戦略 堀 俊一 51 分

銀行の支店長から中小企業の社長となった講師。取引先から相談があった
とき、まさか自分が事業承継するとは思いもしなかったという。大企業の
一員から親族外かつ社外人材として中小企業のトップになることを決めた
経緯や、事業継続に必要な幹部人材の見つけ方と育て方を解説します。

Web を使って、地域や事業に眠る
原石を輝かせる！！

阿萬 真紀 30 分

地域や事業に眠る原石は、目に見えていないだけで確実に存在しています。
この原石を見つけて Web の力で輝かせてみませんか？ 本セミナーでは
Web を使った自治体の広報戦略と事業支援の事例をご紹介します。あな
たの思い描く明るい未来を実現させましょう！

徳川幕府の経済政策
～日本経済復活のヒントを探る～（１） 岡田 晃 15 分

徳川家康が開いた江戸幕府は 260 年余り続く長期政権になりました。江
戸時代の経済変動や幕府の経済政策は現代の日本経済と共通する点が多く
見られ、令和の日本経済復活へのヒントや教訓がつまっています。初回は
家康が打ち出した経済戦略５つの柱“エドノミクス”についてお話します。

研
修
・
人
材
育
成

元商社マンが語る 価格交渉の極意 生駒 正明 43 分

輸出企業の業績は回復基調で受注が増えている会社もありますが、競争が
激しい業界の企業は受注単価を引き上げることが難しい状況です。このセミ
ナーではインフレや原料高騰のなか「販売価格を上げる」「仕入れ価格を調
整する」などの価格交渉を有利に進めるためのポイントを学びます。

○○のカードを使って人財定着率・
求人応募率アップ 藤堂 武久 62 分

新しく人が入っても、すぐに辞めてしまう…求人募集しても、なかなか応募が
こない。そんな負のスパイラルに陥ってはいませんか。本講座の講師が開発
したカードを使えば、今いる社員が働き続けたいと思い、求職者が興味をも
つ企業になることができます。色々な場面を想定、カードを使い解説します。

働き方改革に効く
部下との関わり方の秘訣 浅野 潔 64 分

上司にとって良い成果を上げるために、部下との良好な関係を保つことが必要
不可欠です。海上自衛隊で 3000 人以上に講義、研修を行った経歴を持つ講
師が、あれこれと指示しなくても自主的に判断・行動でき 、成果が出る部下と
の関わり方をお伝えします。10 人以上の部下を持つリーダーは必見です。

健
康

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

健康になる技術 林 英恵 40 分

公衆衛生学とは「みんなの健康」を守るために地域社会の努力を通して、
疾病予防、寿命延長、身体的・精神的健康の増進をはかる科学・技術です。
医学が診断と治療に重きをおく一方、公衆衛生学は予防に重点を置いてい
ます。本セミナーでは科学的根拠にもとづく健康的な暮らし方を提案します。

日本茶は捨てたもんじゃない！
ブレケル・
オスカル

35 分

母国スウェーデンで高校生時代に緑茶と運命的な出会いをした講師。来日して日
本茶インストラクター資格を取得、静岡県の茶業研修センターで業界に深く携わっ
た後、世界中に緑茶の魅力を伝えています。外国人から見た日本茶の価値や魅
力は、ペットボトルのお茶が身近になった日本人に新たな発見をもたらします。

法
律

労働問題で足をすくわれない
経営を目指して 米澤 章吾 61 分

「能力不足の社員は解雇できるのか」「パワハラがひどい」などの多くの労
働問題は会社の経営を停滞させるだけではなく、職場環境の悪化、従業員
のモチベーションを大きく低下させます。労働問題の会社側の弁護士が実例
を交えながら労働問題の対策についてわかりやすく解説いたします。

労
務 作ろう！見直そう！就業規則

公開期限：2024 年 5 月末
野澤 直子 85 分

2024 年 4 月以降、建設事業や運送業などに猶予されていた、働き方改
革関連法案の年間時間外労働の上限規制が適用されます。この機に就業規
則を見直してみませんか？ 本セミナーでは法案の概要と注意すべきポイ
ント、労務リスク対策のための就業規則の作成方法をお伝えします。

税
務
・
財
務

経
理

小さな会社のための
改正電子帳簿保存法対応セミナー

公開期限：2024 年 3 月末
塩野 貴之 80 分

2024 年以降、電子帳簿保存法の改正によって電子取引情報の保存ルール
が変わりました。タイムスタンプ要件や検索要件が緩和された一方で、電子
取引の紙保存廃止など事業環境に影響を与える改正点もあります。このセミ
ナーでは令和５年度税制改正の概要や実務対応のポイントをお伝えします。

経理の基本と実務セミナー 石川 和男 92 分

新しく経理を担当される方へ、簿記の基本的な知識や経理実務の流れ、決
算書の読み方についてわかりやすく説明します。新人の経理担当者だけでな
く、すでに経理事務に携わっている方でも再確認がしやすい内容です。業
務の概要をつかみ、実務を円滑に進められるようになりたい方は必見！

22

今や聞き馴染みがあるコンプライアンス
という言葉を、理解を深めるために改め
て原点に立ち返り、企業の不祥事の事例
を挙げて学んでいきます。ご自身が日頃
からコンプライアンスを遵守しているか
をセルフチェックし、当たり前のことを当
たり前に行動できる職場や人材であり続
けるための知識を身に付けましょう。

株式会社ワンズウィル 代表取締役 尾花　彰

どうなる 2024 年の日本経済
公開期限：2024 年 3 月末  

※ 2024 年 1 月の再生回数を集計

N E W

N E W

N E W

N E W

政治経済

月間 視 聴 ラン キング  BEST 2

研修・人材育成
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でも、うちの会社
「業務災害補償プラン」に加入して
たから、誠意をもって遺族の方に
対応できたんだよ。

そう
そう

先輩、この前のAさんの労災事故、
損害賠償額が1億円だったらしい
じゃないですか!

会社大丈夫なの?

ボクらが安心して働けるのも
会社が守ってくれてるからだね

ですよネ
!

そうなんですか…だから会社の
経営が悪化しなかったんですね。

よか
った～

遺族の方も今後の生活の
見通しがついたって、
感謝してくれたよ。

全 国 商 工 会 議 所

多様化・複雑化の傾向にある
「労災事故」から会員企業も
従業員もお守りします。

 あなたの会社が
「業務災害補償プラン」に加入していれば!

会員企業には…

従業員には…

資金繰りに影響を与えること無く、
高額な損害賠償金が支払い可能に!

業務災害補償
プラン

企業防衛の決定版!

●一部の商工会議所では、本プラン・特約を取り扱っていない場合があります。取り扱いの有無はお近くの商工会議所にご確認ください。●本募集広告は業務災害補償プランの概要を示したものです。補償
の内容、対象業種等は引受保険会社によって異なります。詳細は引受保険会社の約款、パンフレットでご確認ください。●お見積り、ご加入手続きは引受損害保険会社にお問い合わせください。ご不明の点が
ありましたら代理店にお問い合わせください。
※本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の事務管理を行う有限会社石垣サービス（パートナーシップ構築宣言企業）が日本商工会議所の経営協力により作成したものです。

商工会議所では、本プランのほかにも会員事業所従業員の福利厚生の充実を目的とした「生命共済制度」「特定退職金共済制度」など、各種共済制度を取り扱っております。詳しくは、お近くの商工会議所にお問い合わせください。

発生

増加

厳格化

増加
うつ病による自殺、
過労死などによる
労災認定件数が

短期間労働者、パート・
アルバイト、派遣社員等
非正規雇用労働者の

1億円を超える
高額な賠償事例が

2014年
労働安全衛生法改正で
企業の安全配慮義務の

東京海上日動火災保険株式会社［業務災害総合保険]　損害保険ジャパン株式会社［事業活動総合保険]　三井住友海上火災保険株式会社［業務災害補償保険]
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社［タフビズ業務災害補償保険（業務災害補償保険）]　大同火災海上保険株式会社［業務災害補償保険]

各地商工会議所
お 問 い 合 わ せ 先

商工会議所名簿日本商工会議所
制 度 運 営

https://www.ishigakiservice.jp/
商 工 会 議 所 の 保 険 制 度 H P

パート・アルバイトを含む
全従業員を包括補償で安心!

引 受 損 害 保 険 会 社

2023年5月

●全国商工会議所のスケールメリットによる団体割引
　などが適用された保険料（一般加入と比べ約半額の掛金水準）
●労災賠償に備える「使用者賠償責任補償」を標準セット
●政府労災保険の給付を待たずに保険金のお支払いが可能（＊）
政府労災保険への加入が必要です。
（使用者賠償責任補償は政府労災の決定を待つ場合があります）
（＊）精神疾患、脳・心疾患等の疾病や自殺は政府労災で認定されれば補償可能
●パート・アルバイト、派遣労働者のほか、下請負人も補償対象可能
●建設業の場合、経営事項審査制度の加点対象



鳥取商工会議所報
VOL757.2024.3.15

13

個人

電子会計実務

【商工会議所ネット試験施行機関】 【鳥取／ナレッジサポート】

カラーコーディネーター検定試験®／ビジネス執務法務検定試験®

受付時間10：00～18：00（土日・祝日・年末年始を除く）

TEL:0857-32-8004（検定担当）

受付時間9：00～17：00（土日・祝日・年末年始を除く）

第232回第231回

施行日 施行日
￥2,800
￥2,000
￥1,800
￥1,200

1級
２級
３級

４～６級

団体
申込方法

学校や企業が希望する日時と場所で試験を実施できる団体受験もございます。希望される場合は鳥取商工会議所検定担当までお問い合わせください。

申込期間

施行日

申込期間申込期間

2/23（日）11/17（日）6/9（日）

第167回（１～３級） 第168回（１～３級） 第169回（２・３級のみ）

施行日 施行日 施行日

申込期間 申込期間 申込期間

日商簿記
＜PBT・紙試験＞

申込方法

3級
2級
1級

¥3,300
インターネットから申し込みください。インターネットでの申し込みが難しい場合は、鳥取商工会議所検定担当までお問い合わせください。

受験料を添えて直接検定窓口へ申し込みください。

¥5,500
¥8,800

日商珠算（そろばん）
＜PBT・紙試験＞

5/7（火）～5/17（金） 9/9（月）～9/20（金） 12/16（月）～ 1/6（月）

4/22（月）～5/8（水） 9/30（月）～10/16（水） 1/6（月）～1/22(水）

2/9（日）10/27（日）6/23（日）

第233回

原価計算初級

初級
3級
2級

個人・団体とも所定の申込書に必要事項を記入し、受験料を添えて直接検定窓口へ申し込みください。

日商PC／文書作成・データ活用・プレゼン資料作成

＜CBT・試験会場のパソコンで受験＞
日商ビジネス英語

＜IBT・自宅等のパソコンで受験＞¥11,000
1級（1分野ごと）

10/6、
施行日 施行日

7/7、11/10、¥6,600
点数制

¥2,200日商PC／文書作成・データ活用・プレゼン資料作成

¥2,200
¥2,200
¥3,300
¥5,500

日商簿記 キータッチ2000テスト

（後半）
（前半）

5/30（木）～6/5（水）
5/9（木）～5/15（水）

■第1シーズン

3級
2級
1級

¥4,400
¥6,600
¥8,800

（前半試験）

¥7,700
¥4,400

2級

※2024年度の1級試験は休止。

3級

（後半試験）
ビジネスマネジャー検定試験®
福祉住環境コーディネーター検定試験®／eco検定（環境社会検定）®

試験期間申込期間先行申込期間（団体受験者専用）団体クーポン申込期間

¥5,500

¥4,400
¥5,500
¥7,700

※EXPERT、STANDARDはC言語、JAVA、VBA、
Pythonの4つの言語に分かれます。

¥6,600

¥3,300

日商プログラミング

リテールマーケティング（販売士）

ビジネスキーボード

※プレゼン資料作成分野には、Basic（基礎級）は設けておりません。

Basic（1分野ごと）

3級（1分野ごと）

2級（1分野ごと）

¥3,300
¥4,400

5/14（火）～5/22(水）
4/16（火）～4/24（水）

7/12（金）～8/1（木）
6/21（金）～7/8（月）

6/7（金）～6/18（火）
5/17（金）～5/28（火）

■第２シーズン

11/5（火）～11/12（火）

団体クーポン申込期間 先行申込期間（団体受験者専用） 申込期間 試験期間

申込期間 試験日
12/8（日）
12/15（日）福祉住環境コーディネーター検定試験®

ビジネス実務法務検定試験®

（後半） 9/17（火）～9/25（水） 10/3（木）～10/9（水） 10/11（金）～10/22（火） 11/15（金）～12/5（木）
（前半）

■鳥取商工会議所

8/27（火）～9/4（水） 9/12（木）～9/18（水） 9/20（金）～10/1（火） 10/25（金）～11/11（月）

お問い合わせ

■日本商工会議所 TEL:050-5541-8600 / 受付時間9：00～20：00（年中無休）

■東京商工会議所

概要はコチラから＞＞

東京商工会議所
検定試験情報

■1級（CBTのみ・統一試験）

22002244年度検定試験施行情報
統一施行試験

随時施行試験 ※試験日は各ネット試験会場が決定します。

※記載の受験料はすべて税込価格
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〈令和５年度鳥取YEGスローガン〉
 ＰＲＩＤＥ  ＯＦ  ＹＥＧ　まち　ひと　みらい　を繋ぐ核となれ

〈令和５年度日本YEGスローガン〉
 Challenge  Everything   ～持続可能で心豊かな未来への貢献～

井上   直樹会長

鳥取商工会議所青年部

会
長
あ
い
さ
つ

株式会社 井上機械

　
3
月
に
入
り
真
冬
の
寒
さ
も
少
し
ず
つ
和
ら

ぎ
、
春
の
足
音
が
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
年
は
3
月
5
日
か
ら
が
『
啓
蟄
』
で
、
春

分
ま
で
の
期
間
が
こ
う
呼
ば
れ
て
お
り
、
大
地

が
暖
ま
り
冬
眠
を
し
て
い
た
虫
た
ち
が
春
の
訪

れ
を
感
じ
て
巣
穴
か
ら
出
て
く
る
こ
ろ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
『
凍
て
返
る
』
と
か
『
寒
の
戻
り
』

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
一
時
的
に
寒
く
な
る
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
す
の
で
気
温
の
変
化
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
2
月
9
日
に
後
期
の
新
入
会
員
研
修

会
が
会
員
交
流
委
員
会
担
当
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
荒
田
監
事
、
田
村
専
務
理
事
に
講
師
を
し

て
い
た
だ
き
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
歴
史
、
活
動
内
容
、
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
の
使
い
方
な
ど
の
講

習
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
の
商
工
業
発
展
に
よ

る
地
域
の
活
性
化
や
経
営
環
境
の
向
上
、
そ
し

て
仲
間
づ
く
り
に
よ
っ
て
自
己
の
成
長
や
交
流

か
ら
生
ま
れ
る
気
づ
き
、
若
手
経
営
者
だ
か
ら

こ
そ
見
え
る
地
域
の
課
題
を
県
や
市
に
政
策
提

言
す
る
こ
と
な
ど
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
目
指
す
姿
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
入
会
員
の
皆
様

に
は
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
2
月
14
日
に
は
2
月
例
会
が
行
わ
れ
今
年
度

の
年
間
活
動
報
告
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
今
回
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
各
委
員

会
の
活
動
を
よ
り
魅
力
的
に
伝
え
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
競
う
プ
レ
ゼ
ン
コ
ン
ペ
を

実
施
し
、
参
加
者
の
投
稿
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

共
有
で
き
る
ア
プ
リ
を
使
用
し
採
点
を
し
ま
し

た
。
各
委
員
会
6
分
間
の
持
ち
時
間
の
な
か
、

漫
才
形
式
の
プ
レ
ゼ
ン
あ
り
、
鳥
取
32
万
石
お

城
ま
つ
り
時
代
行
列
の
奴
に
扮
し
た
メ
ン
バ
ー

が
登
場
の
登
場
あ
り
と
、
あ
ら
ゆ
る
趣
向
を
取

り
入
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
に
会
場
大
盛
り
上
が
り
し

た
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
も
、

各
委
員
会
が
一
年
間
必
死
で
取
り
組
ん
だ
事
業

に
対
す
る
想
い
を
会
員
全
体
で
共
有
す
る
こ
と

で
次
年
度
へ
繋
が
る
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
2
月
21
日
に
は
因
幡
千
本
桜
「
桜
の
園
」
植

樹
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
芝
桜

2
3
0
株
・
ジ
ン
ダ
イ
ア
ケ
ボ
ノ
ザ
ク
ラ
6
本
・

そ
し
て
創
立
45
周
年
記
念
植
樹
と
し
て
シ
ダ
レ

ザ
ク
ラ
１
本
を
ヤ
マ
タ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
桜
の

園
に
植
樹
い
た
し
ま
し
た
。
1
9
8
5
年
に

「
後
世
に
残
る
市
民
の
共
有
財
産
と
し
て
ど
こ

に
も
負
け
な
い
桜
の
一
大
名
所
を
作
り
た
い
。」

と
の
想
い
で
植
樹
事
業
が
開
催
さ
れ
長
き
に
渡

り
当
会
の
事
業
と
し
て
諸
先
輩
方
が
継
続
さ
れ

て
こ
ら
れ
た
事
業
で
す
。
ど
う
し
て
も
老
朽
化

等
に
よ
り
年
間
数
本
ず
つ
減
っ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
、
1
0
0
0
本
を
保
つ
た
め
植
樹
を
継
続

し
、
そ
し
て
よ
り
多
く
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
場

所
に
な
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　
3
月
13
日
に
は
卒
業
例
会
、
ま
た
3
月
15
日

か
ら
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
全
国
大
会
加
賀
能
登
の
国
い
し

か
わ
小
松
大
会
で
は
昨
年
10
月
に
行
っ
た
高
校

生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
が
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大

賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
3
月

末
に
は
、
政
策
提
言
書
を
行
政
に
提
出
い
た
し

ま
す
。
私
の
任
期
も
3
月
末
ま
で
と
な
り
ま
す

が
、最
後
ま
で
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
一
年
間
に
わ
た
り
微
力
で
は
あ
り
ま

し
た
が
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
職
を
拝
命
し
た
こ
と

を
心
よ
り
嬉
し
く
思
い
ま
す
。時
に
は
叱
咤
激

励
さ
れ
、時
に
は
と
も
に
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る

仲
間
が
い
た
か
ら
こ
そ
創
立
45
周
年
の
節
目
の

年
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
出
来
た
と
感
じ
ま
す
。

　
50
周
年
に
む
け
て
の
ビ
ジ
ョ
ン「C

IV
IC
P
R
ID
E

（
シ
ビ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ド
）ー
鳥
取
愛
と
誇
り
を

胸
に
日
本
唯
一
の
賑
わ
い
を
つ
く
る
ー
」
は
未

だ
道
半
ば
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と

次
年
度
に
引
き
継
ぎ
会
員
一
丸
と
な
り
実
現
に

向
け
て
行
動
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
最
後
に
今
年
度
の
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
関
係
各
位
の
皆
様
、
そ
し
て
会
員
の
皆

様
に
は
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
私
の
挨
拶

と
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

令
和
５
年
度
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今
回
は
各
委
員
会
の
年
間
報
告
を
「
委
員
会
対
抗
プ
レ
ゼ
ン
バ
ト

ル
」
と
い
う
形
で
の
開
催
を
企
画
運
営
し
ま
し
た
。
ま
た
、
次
回
改

善
に
活
か
す
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
を
兼
ね
たG

oogle

フ
ォ
ー

ム
で
の
出
欠
登
録
を
行
な
う
と
い
う
二
つ
の
新
た
な
試
み
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
各
委
員
会
の
年
間
報
告
は
、
各
委
員
会
活
動
を
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
全
体

で
把
握
す
る
こ
と
で
、
各
活
動
へ
の
理
解
や
協
力
関
係
を
築
き
や
す

く
な
り
、
次
年
度
委
員
会
活
動
へ
の
活
動
内
容
の
引
継
ぎ
と
し
て
も

有
用
な
た
め
、
一
年
間
を
総
括
し
た
委
員
会
報
告
を
例
年
通
り
実
施

の
計
画
で
し
た
。
今
ま
で
の
2
月
例
会
は
出
席
率
が
低
か
っ
た
た

め
、
参
加
し
た
く
な
る
面
白
い
例
会
に
し
よ
う
と
企
画
し
ま
し
た
。

改
善
点
は
た
く
さ
ん
見
つ
か
り
ま
し
た
が
、
出
席
率
は
高
く
、
各
委

員
会
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
今
ま
で
に
な
い
楽
し
い
プ
レ
ゼ
ン
バ
ト
ル

の
例
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
当
委
員
会
が
1
番
奇
抜
と
思
い
き

や
、
他
委
員
会
も
奴
隊
の
扮
装
や
葬
儀
コ
ン
ト
と
、
ハ
イ
ク
オ
リ
テ

ィ
ー
な
プ
レ
ゼ
ン
で
委
員
会
対
抗
効
果
を
感
じ
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
は
今
ま
で
の
例
会
で
実
施
し
な
か
っ
た
の
が
勿
体
な
い
と
思
え
る

く
ら
い
次
回
改
善
に
役
立
つ
情
報
満
載
で
し
た
。
次
回
改
善
へ
の
具

体
的
な
こ
と
や
、
各
委
員
会
の
発
表
が
楽
し
か
っ
た
等
、
多
く
の
ご

意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委
員
会
　
委
員
長
　
太
田 

哲
平委員会集合写真

委員会発表の様子

　
令
和
6
年
2
月
9
日
、
鳥
取
ス
タ
ー
ボ
ウ
ル
コ
ン
ペ
ル
ー
ム
に
て

令
和
5
年
度
後
期
新
入
会
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
い
う
組
織
へ
の
理
解
と
絆
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た

本
事
業
、
沢
山
の
新
入
会
員
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
研
修

会
で
は
ま
ず
荒
田
監
事
に
よ
る
商
工
会
議
所
の
歴
史
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
つ

い
て
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
等
を
熱
く
熱
く
熱
く

講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
田
村
専
務
理
事
に
よ
る
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ

会
員
必
須
の
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
で
あ
る
エ
ン
ジ
ェ
ル
タ
ッ
チ
の
操
作

方
法
に
つ
い
て
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。
私
自
身
は
運
営
側
で
し
た

が
改
め
て
講
義
の
内
容
を
聞
き
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
と
し
て
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
し
た
。
新
入
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
組
織

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
前
期
新
入
会
員
研
修
会
で
は
研
修
会
後
に
Ｙ
Ｅ
Ｇ
交
流
会
を
開
催

し
交
流
を
深
め
ま
し
た
が
、
今
回
は
よ
り
楽
し
く
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン

グ
に
交
流
す
べ
く
、
鳥
取
ス
タ
ー
ボ
ウ
ル
に
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
戦
と
し
て
レ
ー
ン
別
で
ア
ベ
レ
ー
ジ
を
競

い
ま
し
た
。
ス
ト
ラ
イ
ク
、
ス
ペ
ア
が
出
る
度
に
発
生
す
る
笑
顔
と

ハ
イ
タ
ッ
チ
が
楽
し
さ
を
物
語
っ
て
お
り
、
会
員
同
士
の
絆
も
よ
り

深
ま
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　
新
入
会
員
の
皆
さ
ま
が
今
後
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
で
楽
し
く
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

会
員
増
強
委
員
会
　
副
委
員
長
　
永
美 

祐
輔

　
令
和
6
年
2
月
17
日
（
土
）
に
鳥
取
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合

会
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
鳥
取
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
、
倉
吉
Ｙ
Ｅ
Ｇ
、
鳥
取
Ｙ

Ｅ
Ｇ
か
ら
総
勢
60
名
ほ
ど
が
集
ま
り
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
や
懇
親
会
を
楽

し
み
ま
し
た
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
は
20
年
ぶ
り
の
方
、
10
年
ぶ
り
の

方
、
つ
い
最
近
さ
れ
た
方
な
ど
様
々
で
し
た
が
、
4
名
ず
つ
に
分
か

れ
た
各
レ
ー
ン
は
ど
こ
も
盛
り
上
が
っ
て
お
り
、
楽
し
そ
う
な
声
で

溢
れ
て
い
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
各
単
会
の
会
長
、
そ
し
て
次
年
度

会
長
に
ご
挨
拶
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
表
彰
式
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
は
、
成
績
上
位
の
方
だ
け
で
な
く
、
飛
び
賞
を
準

備
し
、
皆
さ
ん
が
賞
品
を
獲
得
す
る
機
会
を
作
り
ま
し
た
の
で
、
皆

さ
ん
発
表
の
際
に
は
ド
キ
ド
キ
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
最
後
は
、
今
年
度
卒
会
さ
れ
る
方
々
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
、
盛
り
上
が
り
は
最
高
潮
の
中
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
米
子
市
に
お
け
る
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
開
催
も
近
づ
い
て
お
り
、

今
後
も
鳥
取
県
内
の
3
単
会
が
助
け
合
い
な
が
ら
交
流
し
、
と
も
に

鳥
取
県
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ち
な
か
活
性
化
委
員
会
　
委
員
長
　
中
﨑 

雄
一

ボウリング大会

研　修　会

ボウリング交流会

２
月
広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
　
　
委
員
会
担
当
例
会
開
催

２
月
広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
　
　
委
員
会
担
当
例
会
開
催

新
入
会
員
研
修

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
・
懇
親
会

新
入
会
員
研
修

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
・
懇
親
会

R5.10～　
　　　R6.2
入会会員
（７名）

　    　池内 千絵 君
　　 （いけうち ちえ）
事 業 所 名  ＬＯＴＵＳ
所属委員会  会員交流委員会

　   　松田 友佑 君
　  （まつだ ゆうすけ）
事 業 所 名  ㈱サンテック
所属委員会  総務委員会

　   　西垣 健太 君
　  （にしがき けんた）
事 業 所 名  三光㈱鳥取支店
所属委員会  鳥取お城委員会

　   　上田 良太 君
　   （うえだ りょうた）
事 業 所 名  ㈱メイショウ
所属委員会  鳥取お城委員会

　   　遠藤 一博 君
    （えんどう かずひろ）
事 業 所 名  ㈱原田建設
所属委員会  まちなか活性化委員会

　      中澤 ひとみ 君
　   （なかざわ ひとみ）
事 業 所 名  なごみサロン hitoe
所属委員会  鳥取お城委員会

　    　西尾 篤人 君
　     （にしお あつと）
事 業 所 名  ㈱ＡＳＡＧＩ
所属委員会 政策提言委員会

鳥
取
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

　 レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
開
催

懇　親　会
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〈令和５年度日本YEGスローガン〉
 Challenge  Everything   ～持続可能で心豊かな未来への貢献～

井上   直樹会長

鳥取商工会議所青年部

会
長
あ
い
さ
つ

株式会社 井上機械

　
3
月
に
入
り
真
冬
の
寒
さ
も
少
し
ず
つ
和
ら

ぎ
、
春
の
足
音
が
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
年
は
3
月
5
日
か
ら
が
『
啓
蟄
』
で
、
春

分
ま
で
の
期
間
が
こ
う
呼
ば
れ
て
お
り
、
大
地

が
暖
ま
り
冬
眠
を
し
て
い
た
虫
た
ち
が
春
の
訪

れ
を
感
じ
て
巣
穴
か
ら
出
て
く
る
こ
ろ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
『
凍
て
返
る
』
と
か
『
寒
の
戻
り
』

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
一
時
的
に
寒
く
な
る
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
す
の
で
気
温
の
変
化
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
2
月
9
日
に
後
期
の
新
入
会
員
研
修

会
が
会
員
交
流
委
員
会
担
当
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
荒
田
監
事
、
田
村
専
務
理
事
に
講
師
を
し

て
い
た
だ
き
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
歴
史
、
活
動
内
容
、
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
の
使
い
方
な
ど
の
講

習
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
の
商
工
業
発
展
に
よ

る
地
域
の
活
性
化
や
経
営
環
境
の
向
上
、
そ
し

て
仲
間
づ
く
り
に
よ
っ
て
自
己
の
成
長
や
交
流

か
ら
生
ま
れ
る
気
づ
き
、
若
手
経
営
者
だ
か
ら

こ
そ
見
え
る
地
域
の
課
題
を
県
や
市
に
政
策
提

言
す
る
こ
と
な
ど
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
目
指
す
姿
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
入
会
員
の
皆
様

に
は
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
2
月
14
日
に
は
2
月
例
会
が
行
わ
れ
今
年
度

の
年
間
活
動
報
告
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
今
回
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
各
委
員

会
の
活
動
を
よ
り
魅
力
的
に
伝
え
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
競
う
プ
レ
ゼ
ン
コ
ン
ペ
を

実
施
し
、
参
加
者
の
投
稿
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

共
有
で
き
る
ア
プ
リ
を
使
用
し
採
点
を
し
ま
し

た
。
各
委
員
会
6
分
間
の
持
ち
時
間
の
な
か
、

漫
才
形
式
の
プ
レ
ゼ
ン
あ
り
、
鳥
取
32
万
石
お

城
ま
つ
り
時
代
行
列
の
奴
に
扮
し
た
メ
ン
バ
ー

が
登
場
の
登
場
あ
り
と
、
あ
ら
ゆ
る
趣
向
を
取

り
入
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
に
会
場
大
盛
り
上
が
り
し

た
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
も
、

各
委
員
会
が
一
年
間
必
死
で
取
り
組
ん
だ
事
業

に
対
す
る
想
い
を
会
員
全
体
で
共
有
す
る
こ
と

で
次
年
度
へ
繋
が
る
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
2
月
21
日
に
は
因
幡
千
本
桜
「
桜
の
園
」
植

樹
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
芝
桜

2
3
0
株
・
ジ
ン
ダ
イ
ア
ケ
ボ
ノ
ザ
ク
ラ
6
本
・

そ
し
て
創
立
45
周
年
記
念
植
樹
と
し
て
シ
ダ
レ

ザ
ク
ラ
１
本
を
ヤ
マ
タ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
桜
の

園
に
植
樹
い
た
し
ま
し
た
。
1
9
8
5
年
に

「
後
世
に
残
る
市
民
の
共
有
財
産
と
し
て
ど
こ

に
も
負
け
な
い
桜
の
一
大
名
所
を
作
り
た
い
。」

と
の
想
い
で
植
樹
事
業
が
開
催
さ
れ
長
き
に
渡

り
当
会
の
事
業
と
し
て
諸
先
輩
方
が
継
続
さ
れ

て
こ
ら
れ
た
事
業
で
す
。
ど
う
し
て
も
老
朽
化

等
に
よ
り
年
間
数
本
ず
つ
減
っ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
、
1
0
0
0
本
を
保
つ
た
め
植
樹
を
継
続

し
、
そ
し
て
よ
り
多
く
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
場

所
に
な
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　
3
月
13
日
に
は
卒
業
例
会
、
ま
た
3
月
15
日

か
ら
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
全
国
大
会
加
賀
能
登
の
国
い
し

か
わ
小
松
大
会
で
は
昨
年
10
月
に
行
っ
た
高
校

生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
が
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大

賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
3
月

末
に
は
、
政
策
提
言
書
を
行
政
に
提
出
い
た
し

ま
す
。
私
の
任
期
も
3
月
末
ま
で
と
な
り
ま
す

が
、最
後
ま
で
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
一
年
間
に
わ
た
り
微
力
で
は
あ
り
ま

し
た
が
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
職
を
拝
命
し
た
こ
と

を
心
よ
り
嬉
し
く
思
い
ま
す
。時
に
は
叱
咤
激

励
さ
れ
、時
に
は
と
も
に
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る

仲
間
が
い
た
か
ら
こ
そ
創
立
45
周
年
の
節
目
の

年
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
出
来
た
と
感
じ
ま
す
。

　
50
周
年
に
む
け
て
の
ビ
ジ
ョ
ン「C

IV
IC
P
R
ID
E

（
シ
ビ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ド
）ー
鳥
取
愛
と
誇
り
を

胸
に
日
本
唯
一
の
賑
わ
い
を
つ
く
る
ー
」
は
未

だ
道
半
ば
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と

次
年
度
に
引
き
継
ぎ
会
員
一
丸
と
な
り
実
現
に

向
け
て
行
動
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
最
後
に
今
年
度
の
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
関
係
各
位
の
皆
様
、
そ
し
て
会
員
の
皆

様
に
は
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
私
の
挨
拶

と
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

令
和
５
年
度
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今
回
は
各
委
員
会
の
年
間
報
告
を
「
委
員
会
対
抗
プ
レ
ゼ
ン
バ
ト

ル
」
と
い
う
形
で
の
開
催
を
企
画
運
営
し
ま
し
た
。
ま
た
、
次
回
改

善
に
活
か
す
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
を
兼
ね
たG

oogle

フ
ォ
ー

ム
で
の
出
欠
登
録
を
行
な
う
と
い
う
二
つ
の
新
た
な
試
み
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
各
委
員
会
の
年
間
報
告
は
、
各
委
員
会
活
動
を
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
全
体

で
把
握
す
る
こ
と
で
、
各
活
動
へ
の
理
解
や
協
力
関
係
を
築
き
や
す

く
な
り
、
次
年
度
委
員
会
活
動
へ
の
活
動
内
容
の
引
継
ぎ
と
し
て
も

有
用
な
た
め
、
一
年
間
を
総
括
し
た
委
員
会
報
告
を
例
年
通
り
実
施

の
計
画
で
し
た
。
今
ま
で
の
2
月
例
会
は
出
席
率
が
低
か
っ
た
た

め
、
参
加
し
た
く
な
る
面
白
い
例
会
に
し
よ
う
と
企
画
し
ま
し
た
。

改
善
点
は
た
く
さ
ん
見
つ
か
り
ま
し
た
が
、
出
席
率
は
高
く
、
各
委

員
会
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
今
ま
で
に
な
い
楽
し
い
プ
レ
ゼ
ン
バ
ト
ル

の
例
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
当
委
員
会
が
1
番
奇
抜
と
思
い
き

や
、
他
委
員
会
も
奴
隊
の
扮
装
や
葬
儀
コ
ン
ト
と
、
ハ
イ
ク
オ
リ
テ

ィ
ー
な
プ
レ
ゼ
ン
で
委
員
会
対
抗
効
果
を
感
じ
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
は
今
ま
で
の
例
会
で
実
施
し
な
か
っ
た
の
が
勿
体
な
い
と
思
え
る

く
ら
い
次
回
改
善
に
役
立
つ
情
報
満
載
で
し
た
。
次
回
改
善
へ
の
具

体
的
な
こ
と
や
、
各
委
員
会
の
発
表
が
楽
し
か
っ
た
等
、
多
く
の
ご

意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委
員
会
　
委
員
長
　
太
田 

哲
平委員会集合写真

委員会発表の様子

　
令
和
6
年
2
月
9
日
、
鳥
取
ス
タ
ー
ボ
ウ
ル
コ
ン
ペ
ル
ー
ム
に
て

令
和
5
年
度
後
期
新
入
会
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
い
う
組
織
へ
の
理
解
と
絆
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た

本
事
業
、
沢
山
の
新
入
会
員
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
研
修

会
で
は
ま
ず
荒
田
監
事
に
よ
る
商
工
会
議
所
の
歴
史
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
つ

い
て
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
等
を
熱
く
熱
く
熱
く

講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
田
村
専
務
理
事
に
よ
る
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ

会
員
必
須
の
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
で
あ
る
エ
ン
ジ
ェ
ル
タ
ッ
チ
の
操
作

方
法
に
つ
い
て
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。
私
自
身
は
運
営
側
で
し
た

が
改
め
て
講
義
の
内
容
を
聞
き
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
と
し
て
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
し
た
。
新
入
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
組
織

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
前
期
新
入
会
員
研
修
会
で
は
研
修
会
後
に
Ｙ
Ｅ
Ｇ
交
流
会
を
開
催

し
交
流
を
深
め
ま
し
た
が
、
今
回
は
よ
り
楽
し
く
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン

グ
に
交
流
す
べ
く
、
鳥
取
ス
タ
ー
ボ
ウ
ル
に
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
戦
と
し
て
レ
ー
ン
別
で
ア
ベ
レ
ー
ジ
を
競

い
ま
し
た
。
ス
ト
ラ
イ
ク
、
ス
ペ
ア
が
出
る
度
に
発
生
す
る
笑
顔
と

ハ
イ
タ
ッ
チ
が
楽
し
さ
を
物
語
っ
て
お
り
、
会
員
同
士
の
絆
も
よ
り

深
ま
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　
新
入
会
員
の
皆
さ
ま
が
今
後
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
で
楽
し
く
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

会
員
増
強
委
員
会
　
副
委
員
長
　
永
美 

祐
輔

　
令
和
6
年
2
月
17
日
（
土
）
に
鳥
取
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合

会
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
鳥
取
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
、
倉
吉
Ｙ
Ｅ
Ｇ
、
鳥
取
Ｙ

Ｅ
Ｇ
か
ら
総
勢
60
名
ほ
ど
が
集
ま
り
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
や
懇
親
会
を
楽

し
み
ま
し
た
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
は
20
年
ぶ
り
の
方
、
10
年
ぶ
り
の

方
、
つ
い
最
近
さ
れ
た
方
な
ど
様
々
で
し
た
が
、
4
名
ず
つ
に
分
か

れ
た
各
レ
ー
ン
は
ど
こ
も
盛
り
上
が
っ
て
お
り
、
楽
し
そ
う
な
声
で

溢
れ
て
い
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
各
単
会
の
会
長
、
そ
し
て
次
年
度

会
長
に
ご
挨
拶
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
表
彰
式
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
は
、
成
績
上
位
の
方
だ
け
で
な
く
、
飛
び
賞
を
準

備
し
、
皆
さ
ん
が
賞
品
を
獲
得
す
る
機
会
を
作
り
ま
し
た
の
で
、
皆

さ
ん
発
表
の
際
に
は
ド
キ
ド
キ
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
最
後
は
、
今
年
度
卒
会
さ
れ
る
方
々
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
、
盛
り
上
が
り
は
最
高
潮
の
中
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
米
子
市
に
お
け
る
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
開
催
も
近
づ
い
て
お
り
、

今
後
も
鳥
取
県
内
の
3
単
会
が
助
け
合
い
な
が
ら
交
流
し
、
と
も
に

鳥
取
県
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ち
な
か
活
性
化
委
員
会
　
委
員
長
　
中
﨑 

雄
一

ボウリング大会

研　修　会

ボウリング交流会

２
月
広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
　
　
委
員
会
担
当
例
会
開
催

２
月
広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
　
　
委
員
会
担
当
例
会
開
催

新
入
会
員
研
修

 
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
・
懇
親
会

新
入
会
員
研
修

 
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
・
懇
親
会

R5.10～　
　　　R6.2
入会会員
（７名）

　    　池内 千絵 君
　　 （いけうち ちえ）
事 業 所 名  ＬＯＴＵＳ
所属委員会  会員交流委員会

　   　松田 友佑 君
　  （まつだ ゆうすけ）
事 業 所 名  ㈱サンテック
所属委員会  総務委員会

　   　西垣 健太 君
　  （にしがき けんた）
事 業 所 名  三光㈱鳥取支店
所属委員会  鳥取お城委員会

　   　上田 良太 君
　   （うえだ りょうた）
事 業 所 名  ㈱メイショウ
所属委員会  鳥取お城委員会

　   　遠藤 一博 君
    （えんどう かずひろ）
事 業 所 名  ㈱原田建設
所属委員会  まちなか活性化委員会

　      中澤 ひとみ 君
　   （なかざわ ひとみ）
事 業 所 名  なごみサロン hitoe
所属委員会  鳥取お城委員会

　    　西尾 篤人 君
　     （にしお あつと）
事 業 所 名  ㈱ＡＳＡＧＩ
所属委員会 政策提言委員会

鳥
取
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

　 レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
開
催

懇　親　会
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２
月
14
日（
水
）、
鳥
取
商
工
会
議

所
で
２
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
リ
フ
レ
ガ
ー
デ
ン
代
表
・

藤
川
友
子
氏
を
お
招
き

し
、「
嗅
覚
と
脳
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
知
り
、
ア
ロ
マ

で
自
分
を
整
え
る
実
践
法

を
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
リ
フ
レ
ガ
ー
デ
ン
は
、

ア
ロ
マ
と
ボ
デ
ィ
ケ
ア
の

ト
ー
タ
ル
セ
ラ
ピ
ス
ト
養

成
校
で
す
。
藤
川
氏
が
指

導
し
て
い
る
「
ア
ロ
マ
テ

ラ
ピ
ー
」
は
、
昆
虫
の
忌

避
や
誘
引
作
用
な
ど
を
も
つ
植
物
が

自
ら
を
守
る
た
め
に
作
り
だ
し
た
香

り
を
抽
出
し
、
精
油
と
し
て
利
用
す

る
健
康
法
で
す
。

　
精
油
に
は
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
と
似

た
働
き
を
し
た
り
、
血
栓
の
予
防
効

果
が
期
待
で
き
る
も
の
も
あ
り
、
薬

と
同
じ
扱
い
に
な
る
国
も
あ
る
そ
う

で
す
。
ま
た
あ
る
研
究
で
は
、
認
知

症
患
者
に
ア
ロ
マ
の
香
り
を
嗅
い
で

も
ら
う
こ
と
で
、
認
知
機
能
に
改
善

が
見
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　「
に
お
い
を
感
じ
る
嗅
覚
は
、
脳

の
中
で
も
本
能
を
司
る
部
分
（
大
脳

辺
縁
系
）
に
直
接
伝
達
さ
れ
る
唯
一

の
感
覚
」
だ
と
話
す
藤
川
氏
。
食
材

の
新
鮮
さ
を
嗅
ぎ
分
け
た
り
す
る
ほ

か
、
何
か
を
疑
う
表
現
と
し
て
「
に

お
う
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
な
ど
、

身
の
安
全
や
生
存
に
大
き
く
関
わ
る

の
が
嗅
覚
だ
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、「
同
じ
香
り
で
も
身
体
の

状
態
に
よ
っ
て
好
き
嫌
い
が
変
化
す

る
こ
と
が
あ
り
、
香
り
の
好
き
嫌
い

と
身
体
の
状
態
に
は
関
係
が
あ
る
」

と
の
こ
と
。
空
腹
の
時
は
食
べ
物
の

に
お
い
を
心
地
良
い
と
感
じ
、
逆
に

満
腹
の
時
に
は
心
地
良
く
な
い
と
感

じ
る
、
と
い
う
説
明
が
分
か
り
や
す

く
納
得
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
例
会
の
後
半
に
は
マ
ス
ク
ス
プ

レ
ー
や
香
水
と
し
て
も
使
え
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ア
ロ
マ
ミ
ス
ト
を
作
り
ま

し
た
。
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
５
種

類
の
精
油
の
中
か
ら
好
み
の
香
り
を

３
種
類
選
ん
で
瓶
の
中
に
た
ら
し
、

エ
タ
ノ
ー
ル
と
精
製
水
を
注
げ
ば
完

成
で
す
。
作
っ
た
香
り
を
楽
し
み
、

心
が
癒
さ
れ
る
講
演
で
し
た
。

　
好
き
な
香
り
を
嗅
ぐ
と
心
や
身
体

が
元
気
に
な
る
の
で
知
恵
袋
の
よ
う

に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
話
が
あ
り
ま

し
た
。
日
常
の
中
に
心
地
よ
い
香
り

を
取
り
入
れ
、
嗅
覚
を
通
じ
て
自
分

の
身
体
や
心
を
整
え
る
こ
と
を
実
践

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

　
今
回
の
例
会
で
は
会
場
に
募
金
箱

を
設
置
し
、
「
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
」
の
義
援
金
を
募
り
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
義
援
金
は
日
本
商
工
会

議
所
を
通
じ
て
募
金
し
、
被
災
地
の

復
旧
・
復
興
に
向
け
て
商
工
会
議
所
・

連
合
会
が
実
施
す
る
、
被
災
事
業
者

の
事
業
再
開
、
被
災
商
工
会
議
所
の

再
建
、
観
光
回
復
等
に
必
要
な
費
用

と
し
て
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

    

◆
２
月
例
会
を
開
催

◆
２
月
例
会
を
開
催

　「
嗅
覚
と
脳
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
り
、

「
嗅
覚
と
脳
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
り
、

　
　
　
　  

ア
ロ
マ
で
自
分
を
整
え
る
実
践
法
を
学
ぶ
」

ア
ロ
マ
で
自
分
を
整
え
る
実
践
法
を
学
ぶ
」

講師の藤川氏

アロマミストの材料

2024 ３ MARCH

女性会だより

アロマミスト作成のようす

お気に入りの香りを選ぶ会員
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市市民民交交流流ホホーールルココララボボ企企画画 VVooll..111111 

 

《イベントレポート》 

寒い冬もホールで楽しく遊んでもらおうと、2日間にわたっ
て親子向けイベントを開催しました。 
一日目は、鳥取市男性保育士会「じゃんぐる☆じむ」の皆

さんを迎えて「絵本のおはなし」「けん玉」「こま回し」など

のコーナーあそびとコンサートで楽しみました。 
前半のコーナーあそびでは、「コレやりたい！次はアレ！」

とあちらこちらを走り回って大忙しの子もいれば、絵本のコ

ーナーで最初から最後までじっとお話に没頭する子や、難し

いけん玉の技に何度も失敗しながらもチャレンジし続け、つ

いに出来た時に嬉しそうな笑顔を見せてくれた子がいたり…

とそれぞれのペースで飽きることなく遊んでくださったよう

でした。 
また、けん玉やこま回しのコーナーでは、子ども以上に夢

中になっているお父さんやお母さんの姿もチラホラ。会場内

は常に笑い声と熱気につつまれていました。 
後半のコンサートでは、「じゃんぐる☆じむ」のオリジナル

ソングも交えながら、明るいメロディとユニークな歌詞・振

り付けにみんなノリノリ♪一緒に歌ったり踊ったりして会場

一体となって楽しみました。 

令和６年１月２０日（土）・２１日（日） 

主催：鳥取商工会議所 パパレレッットト冬冬ああそそびび  

パパレレッットトととっっととりり市市民民交交流流ホホーールル（鳥取市弥生町３２３－１） TTEELL  00885577--3399--22555555    FFAAXX  00885577--3399--22555500  https://palettehall.jp

二日目は、Bigサイズのかるたを使ったかるた取りをしま
した。使用したのは、今年度、鳥取の地域情報メディア「と

っとりずむ」さんが監修・制作された出来立ての『とっとり

かるた』。読み札の内容は、“正月にぜんざい食べるおぞうに

文化”など、鳥取市の「まち」「ひと」「自然」「文化」など

の魅力がギュッと詰まった地元愛あふれるご当地かるたとな

っています。今回、地元の魅力を子ども達にも知ってもらお

うとご提供いただき、またイベントの運営は「子ども達が中

心にいるまちづくり」を目指して活動されているNPO法人
ふふやと鳥取市若桜街道で地域食堂を運営する COCONの
皆さんと一緒に行いました。 
 今回は、ホールの空間を目一杯使って遊んでもらうため、

通常の数倍の大きさの絵札を神経衰弱ゲームのように裏返し

に置いた状態でスタートし、親子で読み上げられた札を探す

というルールで実施しました。 
 初めはたくさんの札の中から読まれた絵札を探すのに苦戦

していた様子でしたが、親子で協力して次々と札をめくり、

正しい札を見つけると意気揚々と絵札を見せてくれる姿がと

ても微笑ましかったです。 
 この日も一日目と同様、初めは「子どもを連れて来た」「つ

いて来た」感じだったお父さんお母さんが、徐々に子どもと 

「『じゃんぐる☆じむ』とあそぼう！」（1/20㊏） 

「ジャンボ『とっとりかるた』であそぼう！」（1/21㊐） 

一緒に熱中されている姿がとても印象的でした。2日間をとおして多くのご家族にご来場・ご参加いただき、「みんなと一
緒にすると楽しいなと思った」「とても楽しい休日を子どもと過ごすことが出来て良かった」「子どもの家とは違った一面

が見れてよかった」など嬉しいお声をいただきました。 
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編　集　室
　

◆
光
陰
矢
の
如
し
。
３
月
半

ば
に
な
り
気
が
付
け
ば
年
度
末

…
（
汗
）
◆
年
を
重
ね
る
ほ
ど

時
間
の
経
過
が
早
い
と
言
わ
れ

ま
す
。
こ
の
現
象
を『
ジ
ャ
ネ
ー

の
法
則
』
と
呼
ぶ
そ
う
。
40
歳

の
人
に
と
っ
て
の
１
年
の
長
さ

は
人
生
の
１
／
40
。
５
歳
の
子

ど
も
に
と
っ
て
の
１
年
の
長
さ

は
人
生
の
１
／
５
。
今
年
の
１

年
は
自
分
の
年
齢
分
の
１
年
な

の
で
、
年
を
取
れ
ば
と
る
ほ
ど

１
年
が
短
く
感
じ
る
と
い
う
理

論
の
よ
う
で
す
◆
ま
た
日
々
の

充
実
感
や
新
鮮
さ
に
よ
っ
て
も

１
年
の
比
重
が
変
わ
る
そ
う
。

新
年
度
、
何
か
新
し
い
事
を
始

め
ま
し
ょ
う
か
？�

（
Ａ
）

鳥
取
砂
丘
砂
の
美
術
館
　
　

　
第
15
期
フ
ラ
ン
ス
編
開
幕

　「
鳥
取
砂
丘
砂
の
美
術
館
」（
鳥
取

市
福
部
町
湯
山
２
０
８
３
―
17
）
の

第
15
期
展
示
が
４
月
19
日
（
金
）
か

ら
来
年
１
月
５
日
（
日
）
ま
で
、『
砂

で
世
界
旅
行
・
フ
ラ
ン
ス
編
』
を
テ
ー

マ
に
次
の
通
り
開
か
れ
ま
す
。

　
▼
開
館
時
間
―
①
平
日
お
よ
び
日

曜
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
最

終
入
館
時
間
は
午
後
４
時
30
分
）
②

土
曜
日
・
午
前
９
時
～
午
後
６
時
（
最

終
入
館
時
間
は
午
後
５
時
30
分
）
▼

入
館
料
―
一
般
８
０
０
円
（
20
人
以

上
の
団
体
６
０
０
円
）、
小
中
高
生

４
０
０
円
（（
同
）
３
０
０
円
）
▼

前
売
割
引
チ
ケ
ッ
ト
―
一
般
６
０
０

円
、
小
中
高
生
３
０
０
円
で
４
月
18

日
（
木
）
ま
で
販
売
中
▼
第
15
期
パ

ス
ポ
ー
ト
―
一
般
１
４
０
０
円
、
小

中
高
生
７
０
０
円
。
会
期
中
、
何
度

で
も
入
館
で
き
ま
す
▼
そ
の
他
の
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
▼
問
い
合
わ
せ
先

―
鳥
取
砂
丘
砂
の
美

術
館
（
℡
０
８
５
７

―
20
―
２
２
３
１
）

　
新
日
本
海
新
聞
社
、
鳥
取
信
用
金

庫
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
美
術
館
渋
谷
、

鳥
取
県
立
博
物
館
は
、「
古
代
エ
ジ

プ
ト
美
術
館
展
」
を
次
の
通
り
開
催

し
ま
す
。

　
▼
会
期
―
４
月
６
日
（
土
）
～
５

月
12
日
（
日
）
▼
休
館
日
―
４
月
８

日
（
月
）、
15
日
（
月
）、
22
日
（
月
）

▼
観
覧
時
間
―
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
※
最
終
入
館
は
午
後
４
時
30
分

ま
で
）
▼
会
場
―
鳥
取
県
立
博
物
館

▼
入
場
料
金
―
一
般
１
５
０
０
円

（
前
売
り
１
２
０
０
円
）
※
大
学
生

以
下
、
学
校
教
育
活
動
で
の
引
率
者
、

障
が
い
の
あ
る
方
・
難
病
患
者
の

方
・
要
介
護
者
お
よ
び
介
助
者
１
名

は
無
料
、
有
料
20
人
以
上
の
団
体
は

前
売
り
料
金
▼
そ
の
他
―
プ
レ
イ
ガ

イ
ド
な
ど
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
▼
問
い
合
わ

せ
先
―
新
日
本
海
新
聞
社
地
域
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
局
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
部
（
℡

０
８
５
７
―
21
―

２
８
８
５
）

小規模事業者経営改善資金融資制度

無担保・無保証人 マル経融資 をご活用ください！

　マル経融資は、商工会議所の推薦によって日本政策金融公庫から無担保、保証人なしで
受けられる融資制度です。融資対象は従業員規模が商業・サービス業（宿泊業および娯楽
業を除く）で５人以下、その他は２０人以下の事業所です。

●融資限度額　2,000万円　　●利率　年1.30％（2024.3.1現在）
●返 済 期 間　運転資金＝　７年以内（据え置き１年以内）
　　　　　　　設備資金＝１０年以内（据え置き２年以内）

問い合わせ先　鳥取商工会議所経営支援一課 TEL：0857-32-8005

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
　

利
用
予
定
表　
　
　
　
　
　

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利　

用　

内　

容

３
／
21
㈭

第
２
回
運
営
委
員
会

23
㈯

と
っ
と
り
学
生
文
化
祭
【
有
料
・
申
込
要
】

28
㈭

臨
時
総
会

４
／
13
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

　
　
　
　
※
利
用
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
美
術
館
展
　

　
　
　
　
　
　
　
の
ご
案
内
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５
　
ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
特
別
委
員
会
▽
観

光
・
交
通
部
会
若
手
経
営
塾

６
　
会
頭
・
副
会
頭
会
議

７
　
中
国
地
方
商
工
会
議
所
連
合
会
事
務
局
長

会
議
（
８
日
も
、
広
島
市
）

８
　
鳥
取
市
観
光
大
学
面
接
試
験
▽
青
年
部
５

役
予
定
者
会
議

９
　
金
融
部
会
セ
ミ
ナ
ー
▽
女
性
会
正
副
会
長

会
議
▽
青
年
部
新
入
会
員
研
修
会

11
　
珠
算
検
定
試
験

14
　
企
画
政
策
委
員
会
▽
女
性
会
例
会
・
役
員

会
▽
青
年
部
例
会

15
　
鳥
取
市
観
光
大
学
判
定
委
員
会
▽
ロ
ー
カ

ル
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
委
員
会
▽

青
年
部
次
年
度
理
事
予
定
者
会
議

19
　
運
営
委
員
会
▽
失
わ
れ
た
30
年
＋
脱
却
懇

談
会
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定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融ニー
ズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

　１．日　時　　４月16日（火）午前10時〜12時
　２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
　３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
　４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

確かな品質と信頼できるお取引をお約束します

本社工場　〒689-1121　鳥取市南栄町1
ＴＥＬ：0857-53-4561　ＦＡＸ：0857-37-4115
ＵＲＬ: https://asahimekki.jp



〒680-8566 鳥取市本町３丁目201
TEL（0857）26-6666 FAX（0857）22-6939

URL http://www.tottori-cci.or.jp

（Tottori Chamber of Commerce & Industry）

鳥取商工会議所は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

鳥取商工会議所報 No.757  2024年3月15日発行

地域 ･経済振興部
総　務　課 32-8002

経営支援部
経営支援一課 32-8005

経済振興課 32-8003 経営支援二課 32-8005
地域振興課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

駐車場ご案内


